
小牧市の人口【令和 5年 1月 1日現在　（　）は前月比】
総人口：150,434 人（－ 147人）／男 75,987 人　女 74,447 人
世帯数：69,348 世帯（－ 31世帯）
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小牧市は５年連続で
「ごみのリサイクル率」が

県内No.1

月 1回発行になります
広報こまき　は 4月号から

問合先問合先 広報広聴課　☎ 76‐1101広報広聴課　☎ 76‐1101

月 1回発行となる月 1回発行となる３つ３つの背景の背景

①デジタル化の進展①デジタル化の進展
　社会のデジタル化の進展とともに、デジタル媒体を　社会のデジタル化の進展とともに、デジタル媒体を
活用した情報発信が普及・浸透しています。活用した情報発信が普及・浸透しています。
　市公式 LINEの登録者数は、1月末現在で6万 6千人市公式 LINEの登録者数は、1月末現在で6万 6千人
を超え、本市の重要な情報ツールとなるなど、市でもを超え、本市の重要な情報ツールとなるなど、市でも
デジタル媒体での情報発信を強化しています。デジタル媒体での情報発信を強化しています。

②環境負荷の軽減②環境負荷の軽減
　市は「ゼロカーボンシティ」の表明をしており、そ　市は「ゼロカーボンシティ」の表明をしており、そ
の実現に向け、さまざまな取組を進めています。の実現に向け、さまざまな取組を進めています。
　広報こまきも、発行回数を減らすことで、年間の印　広報こまきも、発行回数を減らすことで、年間の印
刷総数を減少させ、環境負荷の軽減に繋げます。刷総数を減少させ、環境負荷の軽減に繋げます。

③広報配布の負担軽減③広報配布の負担軽減
　高齢化の進展により広報の仕分けや配布作業が自治　高齢化の進展により広報の仕分けや配布作業が自治
会役員の負担となっており、負担軽減のためこれまで会役員の負担となっており、負担軽減のためこれまで
も検討を重ねてきました。も検討を重ねてきました。
　発行回数を月 1回とすることで、配布作業等の負担　発行回数を月 1回とすることで、配布作業等の負担
を半減させます。を半減させます。

「広報こまき」は令和 5年 4月から、
月 1回（毎月 1日発行）に変更しますが、

　　市ホームページや市公式 SNSとの連携

　　さらに読みやすい紙面づくり

に取り組み、発行回数が減っても、

皆さんの「もっと知りたいもっと知りたい」に 応えます応えます

情報発信のデジタル化に情報発信のデジタル化に
ついて語る市長の動画はついて語る市長の動画は
こちらこちら
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